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研究実績 

の概要 

【目的】新潟市において、下水サーベイランスにより小児科領域の重要な感染症である呼吸

器ウイルス感染症の流行予測が可能かを検討した。 

【方法】前向きサーベイランスとして、①毎週、下水処理場から採取した流入水（検体）か

ら RNA 抽出（EPISENS-M 法）、リアルタイム PCR によるウイルス量測定（下水サーベイラン

ス）、②毎週、市内小児入院施設および小児科クリニックにおける対象ウイルス感染症の入

院患者数および抗原検査陽性数の収集による疫学調査を行った。対象ウイルスは、RSウイル

ス、SARS-CoV-2、インフルエンザ A/B、ヒトメタニューモウイルス(hMPV)とした。下水中ウ

イルス量と臨床データについて、時系列解析およびケンダール順位相関係数を用いて解析

し、流行予測への有用性を検討した。 

【結果と考察】期間中、全ての対象ウイルスが下水中から検出された。 

RSウイルス、SARS-CoV-2、インフルエンザ A、hMPVでは、下水中ウイルス量は抗原検査陽性

数に先行して 1-2週早く増減し、流行予測に寄与する可能性が示唆された。一方、インフル

エンザ Bは下水中ウイルス量が極めて少なく、評価困難であった。 

一方、入院患者数との比較では、インフルエンザ A、hMPVにおいて、下水中ウイルス量とほ

ぼ同時期に増減を認めた。RSウイルス入院患者数と下水中ウイルス量の時系列解析では、不

規則な変動を認め、測定ノイズや下水中ウイルス量の変動の大きさが影響した可能性が考え

られた。ケンダール順位相関係数では、下水中ウイルス量が RSV入院患者数より 1週先行し

て増減する傾向を認めたものの、時系列解析を考慮すると。その結果の堅牢性は限定的と考

えられた。SARS-CoV-2 入院患者では、時系列解析および相関係数ともに有意な結果を認め

ず、その理由として、SARS-CoV-2感染症による小児入院例が少なかったことが考えられた。 

【研究の意義と重要性】本研究は、小児呼吸器ウイルス感染症に対する下水サーベイランス

の有用性を示した。小児科領域において重要な呼吸器感染症である RSウイルス、SARS-CoV-

2、インフルエンザ A、hMPV では、下水中ウイルス量が 1-2 週先行して増減することから、

地域における呼吸器ウイルス感染症の流行予測に活用できる可能性がある。将来的には、下

水中ウイルス量を定期的に監視することで、流行の早期検知や各医療機関への注意喚起につ

ながる可能がある。早期に流行を予測することで、検査体制や感染対策を早期に整備できる

可能性が期待される。 

 
 


